
 

 

 

 

 

 夏休みが終わり，来春の卒業予定者にとって，就職希望者は９月 16 日からの就職試

験，進学希望者は，大学や専門学校の推薦入試等の出願時期が近づく大切な時期となり

ました。７月末の県内の求人数は，昨年より６.５％増加し 8,341 人となり，県内希望

者に対する求人倍率も 2.27 倍と平成６年３月卒業生以来の高い求人数となりました。

産業別では，製造業が 1,945 人，卸売業・小売業が 1,337 人，建設業が 1,275 人，

医療・福祉が 1,027 人と多く，職業別では，販売の職業と技能工、採掘、製造、建築

の職業が 200 人以上増加しました。 

７月末の県内求人状況の推移 ※宮城労働局調べ  
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安定所別求人状況（7月末） 

安定所 今年度 昨年度 増減比(%) 

仙 台 4,258 3,851 10.6 

大 和 642 659 －2.6 

石 巻 703 632 11.2 

塩 釜 409 356 14.9 

古 川 699 804 －13.1 

大河原 457 432 5.8 

白 石 162 127 27.6 

築 館 282 313 －9.9 

迫 283 265 6.8 

気仙沼 446 395 12.9 

合計 8,341 7,834 6.5 

開催日 地区 企業数 学校数 生徒計 男 女 

7/14 気仙沼 50 9 142 82 60 

7/25 塩 釜 30 9 220 94 126 

7/26 石 巻 55 11 201 74 127 

7/27 古 川 53 22 420 214 206 

7/28 仙 台 136 59 1,686 683 1,003 

8/2 大河原 40 20 282 152 130 

計 364 社 130 校 2,951 人 1,299 人 1,652 人 

キャリア教育だより 
平成２８年８月３１日 
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高校教育課 

今後の就職試験対策 
・受験先企業の研究 

会社案内や HP などから企業の事業内容（会社の理念・

方針・セールスポイント・取扱商品など）について調べ，

自分で良いと思ったことや惹かれた内容をチェックする。 

・仕事内容の把握 
求人票を参考に作業の場所や内容などを確認し，わから

ないところは進路の先生に確認し，自分がその仕事で

「できること」「しなければならないこと」「これから

身につけておくべきこと」などを考える。 
・筆記試験対策 

先輩の受験報告書などを参考に，過去の（学科試験･適

性検査･作文など）を確認し練習する。過去の受験者がい

ない場合は同業の企業の傾向などを確認し準備する。 

・面接試験対策 
面接の成否は合否に大きく左右します。学校で決められ

た模擬面接の日程だけで満足せず，普段かかわることが少

ない先生にもお願いしたくさん練習する。 

 

 

その他の準備 
・身だしなみ 

髪型や制服の着こなし方は，普段から気をつけていない

とできないことです。試験当日は特に入念に確認。 

・通学時のマナー 
  通学時に利用する駅や電車内でのマナーは大丈夫です

か。受験先の企業の方も同乗しているかもしれません。 

・受験先への交通手段の確認 
  通学とは異なる場所に受験しに行きますので，早めに交

通手段を確認し，余裕を持って出かけましょう。 

・その他 
各学校の進路の手引きなどを参考に，進路指導の先生に

早めに確認して準備しましょう。 

 

7 月 14 日(木)から 8 月 2 日(火)

に県内 6 カ所で行われました。 

参加者は，真剣に企業の方の説明

を受けていました。応募先企業の決

定に，少しでも役立てることができ

たでしょうか？ 

平成 29 年 3 月新規高卒予定者のための合同企業説明会報告 


